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遠賀川水系位置図

■水　　源　：福岡県嘉麻市馬見山（標高978ｍ）

■流域面積　：1,026㎞

■幹線流路延長　：61km

■直轄管理区間　：133.8km（遠賀川、彦山川、

　西川、黒川、笹尾川、犬鳴川、八木山川、

　穂波川、中元寺川、金辺川の10河川を管理）

■流域内市町村　：22市町村（7市14町1村）

■流域内人口　　：約62万人（※）

■想定氾濫区域面積　：165.1km

■想定氾濫区域内人口　：約20万人（※）

■年平均降水量　：1,500～2,000mm
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※出典：H22河川現況調査

　遠賀川は、その源を福岡県嘉麻市馬見山に発し、飯塚市において穂波川を合わせ市街部を貫流し、直方市にお

いて彦山川を合わせ直方平野に入り、さらに犬鳴川、笹尾川等を合わせ芦屋町において響灘に注ぐ、幹川流路延

長６１ｋｍ、流域面積１，０２６ｋｍ２の一級河川です。

　流域の地形は、三方（福智山地、英彦山地、三郡山地）を山々に囲まれており、山地、丘陵地、平地の三つの

異なった要素から構成され、海抜約２００ｍ以上で急斜面を持つ山地と、それ以下の丘陵地と平地に分かれます。

  遠賀川流域の年平均降水量は１，５００～２，０００ｍｍ前後で、年間降雨量の３～４割が集中する梅雨時に

洪水が発生します。

　流域は、稲作文化や日本の近代化を支えた石炭産業など、古くから日本人の生活や文化と深く結びついていま

す。現在は自動車産業や教育機関が立地するとともに、北九州市や福岡市のベッドタウンとして宅地開発が進ん

でいます。一方、周辺の山々は耶馬日田英彦山国定公園や北九州国定公園に指定され、人々の憩いの場や身近な

自然環境として親しまれています。

　遠賀川は、筑豊地方と北九州都市圏の生活と産業を支える貴重な水源として、また人々と生物が集う空間とし

て、重要な役割を担っています。

遠賀川について

遠賀川の概要



改修工事起工式(明治41年4月)

破堤した遠賀川堤防(昭和28年6月)

　明治に入ってからも遠賀川の洪水は繰り返され、明治３８年の洪水では、堤防

決壊により、坑道陥没,坑内浸水,鉄道浸水,橋梁流出など炭鉱へ甚大な被害をも

たらしました。

　翌３９年１２月には内務省告示による

河川法を適用し、同年４月に１０ヵ年の

継続事業として、第一期改修工事に着手

しました。（４ヵ年延長し、大正８年３

月全工事終了）

　改修計画は、堤防の増設と河積拡大に

主眼をおき、炭坑を水害から守るため、

鉄道の途絶防止、決壊した堤防の修復や

橋梁復旧等が行われていました。

　第一期改修工事竣工後は、福岡県により維持管理を実施していましたが、昭和

に入ると石炭採掘量の増大に伴い、鉱害による地盤沈下が激化し、堤防沈下，河

床陥没，堰沈下など荒廃河川への一途をたどりました。

  その結果、昭和１０年、昭和１６年洪水と未曾有の

被害をひきおこし、戦後直後の国土復興、民生安定が

叫ばれ、昭和２０年１０月に再び国直轄改修河川とし

て工事が再開され、昭和４２年度から平成１３年度ま

で直轄河川遠賀川鉱害復旧事業が実施されました。

　昭和２３年には、第二期改修工事として、黒川、笹

尾川等の主要区間を加え、基準地点日の出橋における

計画高水流量を３，７００ｍ３／ｓとし、堰改築、築

堤、掘削、護岸等を施工しました。

　さらに、戦後最大流量である昭和２８年６月の洪水

及び近年における流域の開発状況等を考慮し、昭和４９年に基準地点日の出橋に

おける基本高水のピーク流量を４，８００ｍ３／ｓとし、この流量を河道で処理

することとして計画高水流量も同じく４，８００ｍ３／ｓとする計画を策定しま

した。

　その後、遠賀川下流部の伊佐座堰の河積阻害及び塩害防止等の流水の正常な機

能の維持並びに北九州市の都市用水の確保を目的とした遠賀川河口堰を建設しま

した。また、鉱害によって老朽化が進んだ伊加利堰や丹波堰等の固定堰について

は、河積阻害の解消を目的として、鉱害復旧事業との合併施工により改築を行い

ました。さらに、上流部の無堤箇所の築堤や内水被害の解消を目的とした庄司川排水機場等を設置しました。

このような中、平成１６年６月には、平成９年改正の河川法に基づき、従来の計画を踏襲する遠賀川水系河

川整備基本方針を策定しました。こうした治水事業を実施してきたものの、平成１３年６月（床上８７戸、

床下１５１戸、浸水面積３０１ｈａ）、平成１５年７月（床上１，９５７戸、床下１，７７８戸、浸水面積

１，２３９ｈａ）、平成３０年７月（床上・床下浸水８３５戸）では基準地点（日の出橋観測所）を含む多

くの観測所で観測史上最高水位を相次いで記録・更新する局地的な集中豪雨が発生し、急激な水位上昇が生

じるなど近年においても洪水による甚大な浸水被害が頻発しています。

　これまで述べてきたとおり、遠賀川では多くの洪水被害が発生したことにより、治水に対する努力を続け

ています。

■大正 8年 3月

　第一期改修終了

■明治10年(1877年)頃から

　政府や民間人により

　炭鉱開発

■明治初期(1870年頃)～

　　　　昭和51年(1976年)

　約100年間で約8億トン

　もの石炭を産出

■明治34年～

　官営八幡製鐵所が操業、

　石炭生産量増大

■明治38年　遠賀川大洪水

■明治39年4月　

　第一期改修工事に着手

■昭和20年10月　

　第二期改修工事に着手

■昭和28年6月

　西日本大水害

■昭和41年６月

　工事実施基本計画施行

■昭和49年４月

　工事実施基本計画

 (流量改定)

■平成16年６月

　河川整備基本方針策定

■平成19年４月

　河川整備計画策定

第一期改修

第二期改修

遠賀川の歴史



防災 ・減災　ハード対策
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中間市事業前 事業後

約81m

撤去前の堰
新設の堰

約139m

　遠賀川１１k３００付近に位置する中間堰周辺は、川の中の断面積が不足し、洪水の時に水の流れを妨げる要因
となっていました。そこで、遠賀川河川事務所では「特定構造物改築事業」により、平成２１～３０年度にかけて
堰の改築や川幅の拡幅を実施しました。

　堰の改築により、水が流れる断面積が１.６倍に増え、堰の改築及び直方市街地までの河道掘削を行ったことに
より、平成３０年７月と同規模の洪水に対して、直方市街地付近では約８０ｃｍの水位低減効果が見込まれます。

近年実施した河川事業の効果

掘削前の河岸

④遠賀川中流部浸水被害軽減対策事業

　平成３０年７月洪水で甚大な浸水被害が生じた飯塚市街部
において、被害の軽減を図るために、河道掘削や排水ポンプ
の増設を実施します。
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③彦山川上流部再度災害防止対策事業

　平成２９年７月洪水で家屋等の浸水被害が生じた添田地区
において、再度の災害発生を防止するために、堤防整備等を
実施します。

②遠賀川直方市街部堤防整備事業

　平成３０年７月洪水で堤防からの越水の恐れが生じた直方
地区において、洪水を安全に流下させるために、堤防整備等
を実施します。

遠遠
賀賀

川川

①遠賀川芦屋町堤防整備事業

　平成２７年７月洪水で浸水被害が生じた山鹿地区において、
洪水を安全に流下させるために、堤防整備等を実施します。
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防災・減災　ソフト対策
大規模水害に備えて

平成２７年９月の関東・東北豪雨災害

を受け、「水防災意識社会再構築ビジョン」

として、全国全ての直轄河川とその沿岸

市町村（１０９水系、７３０市町村）に

おいて、水防災意識社会を再構築する取

組を行っています。

　遠賀川流域では、流域の２１市町村と福岡県および国が共同して、平成２８年５月２３日に「遠賀川水防

災意識社会構築推進協議会」を設立しています。これまでに経験したことのない大規模な洪水の発生に備え

た減災・防災対策の充実を図るため、流域の防災関係機関が一体となり、ハード対策・ソフト対策を計画的

に推進するための「減災に係る取組方針」を平成２８年

８月４日にとりまとめ、取組の推進を行っています。

　その後、平成２９年６月の水防法の改定を踏まえ、取

組を圏域内の県管理河川まで拡大し、「遠賀川圏域大規

模減災協議会」と組織を改定しています。

防災・減災の目標を達成するために、洪水を河川内

で安全に流すなどのハード対策に加え、遠賀川流域

が一体となった防災・減災対策として、以下の三本

柱の取組（ソフト対策）を推進します。

■目標達成に向けた３本柱の取組（ソフト対策）

遠賀川圏域大規模氾濫減災協議会の構成員

①遠賀川水防災学習の普及による水防災文化の醸成

②関係機関の連携による避難、 水防、 復旧体制の強化

③避難行動につながる確実かつ住民目線のわかりやすい情報の提供

    遠賀川圏域大規模氾濫減災協議会の取組

こどもたちの「生きる力」と「郷土を愛する心」を はぐくむために

　水防災学習プログラムでは、遠賀川流域の将来を担う子どもたちに、水防災を容易に理解してもらうとと

もに、ふるさとへの愛着を育んでもらうため、遠賀川を題材にした教材（小学校の社会科単元「自然災害に

そなえるまちづくり」、小単元「自然災害とともに生きる」・理科単元「流れる水のはたらき」対象。）を

作成し、流域内の小学校への普及に取り組んでいます。   

○先生が行う授業を支援
   授業の進め方は教科書どおりに、教科書で他地域が題材になっている教材を、遠賀川を題材にした教材に置き換

えました。 身近にある施設を題材。 イラストでわかりやすく。

    教育機関と連携した水防災教育を進めています

（遠賀川水防災学習プログラム）

流れる水のはたらき



地域の方々・河川協力団体との連携

地域の方々と連携して、未来の遠賀川をつくります

交流会

河川協力団体

　遠賀川流域には、川への情熱や夢、希望をもって活発に活動しておられる団体が

約８０あります。団体の方々が情報交換したり、考えを語り合ったりする場として、

遠賀川河川事務所の各出張所で交流会を開催しています。

  河川の維持や河川環境の保全等に関する活動を行う団

体で、遠賀川流域では４団体が指定されています。

（笹尾川水辺の樂校運営協議会、特定非営利活動法人直

方川づくりの会、特定非営利活動法人遠賀川流域住民の

会、田川ふるさと川づくり交流会）Ｒ３.３現在

中間出張所
発足 H１８．１０．１７　 定例会 ２ヶ月に１回 
なかま川づきあい交流会なかま川づきあい交流会

直方出張所
発足 H８．６．２７ 　定例会 毎月２回
直方川づくり交流会直方川づくり交流会

宮田出張所
発足 H１３．５　　定例会 ２ヶ月に１回
宮若川づくり交流会宮若川づくり交流会

田川出張所
発足 H１０．７．１ 　定例会 毎月１回
田川ふるさと川づくり交流会田川ふるさと川づくり交流会

飯塚出張所
発足 H９．９．１ 　定例会 毎月１回
飯塚川づきあい交流会飯塚川づきあい交流会

遠賀川河川協力団体連絡会 (４団体の情報共有会議 )

環境保全・再生
生態系ネットワークの形成

遠賀川総合水系環境整備事業

水辺整備事業

　洪水時に遠賀川河口堰や海岸に流れ着く大量のゴミが、河口域の漁業や観光に大き

な影響を及ぼしています。そこで、流域内の関係機関や住民の皆様のご理解の下、平

成21年度から毎年5月11日～6月10日を「春の遠賀川一斉清掃期間」として流域各地で

清掃活動に取り組んでいます。また、遠賀川の自然と生きもの、遠賀川の水質、遠賀

川の水環境など、出前講座による学習支援を通じた啓発活動も行っています。

　田川地区と中間地区において、地域の景観・歴史・

文化・観光基盤などの「資源」や地域の創意に富んだ

「知恵」を活かし、地域連携の下、河川空間とまち空

間が融合した良好な空間を形成するための水辺整備を

行います。

遠賀川水系エコロジカルネットワーク再生事業

　樋門や樋管の水路部等の段差により、魚類の移動経

路が分断されている箇所があります。そこで、水路部

等を改良し、連続性を確保することで、魚類の生息・

生育環境を改善します。

　生態系ネットワークとは、生物が生息・生育する様々な空間（森林、農地、都市内緑地・水辺、河川、海、湿地・湿

原・干潟等）のネットワークのことです。今後、川の中だけでなく、河川を基軸とした流域全体へと視点を拡大して生

態系ネットワーク形成の取組を推進します。

水環境改善に向けて

河口堰にたどり着いた様々なゴミ河口堰にたどり着いた様々なゴミ河口堰にたどり着いた様々なゴミ

エコロジカルネットワーク整備事例エコロジカルネットワーク整備事例エコロジカルネットワーク整備事例

整備前整備前整備前 整備後整備後整備後

利活用の社会実験の様子（田川地区）利活用の社会実験の様子（田川地区）利活用の社会実験の様子（田川地区）



不法係留船対策
遠賀川河口域の環境維持と安全確保のために不法係留船を撤去しています

   遠賀川河口域には、河川法に違反して係留された多くの船舶（不法係留船）があります。

　 不法係留船は河川の安全な流下を阻害し、洪水時の災害を助長するほか、河川や周辺地域への環境上の問題

をもたらしており、地元関係者等と協力して着実に撤去を進めています。

対策前

第４期重点的撤去区域（その２）の対策前後の状況

西川西川

対策後

西川西川

維持管理・老朽化対策
河川を快適で安全な状態に保つため、管理に努めています

    遠賀川の直轄管理区間には、樋門・樋管が７５４カ所（九州の直轄管理河川で第１位）、水門が８カ所（同４位）、

排水機場が２０カ所（同２位）、堰が１２カ所（同１位）、床止めが２５カ所（同１位）、陸閘が７３カ所（同１位）、

堤防が２５７．８キロメートルあり、その多くは完成後長期間が経っています。これらの河川管理施設が常に機能を発

揮できるよう、点検や修繕を行います。

河川管理施設の補修・改善

老朽化したパラペット堤防などを適切に更新
します

補修前 補修後

パラペット堤防補修

更新前 更新後

排水機場の原動機の更新と主ポンプの改造
による機能回復と信頼性向上を図ります

原動機更新

原動機各部の老朽化 原動機の更新

樋門のゲート開閉機構の無動力化を行います 遠賀川河口堰のゲート設備を補修します

ゲート部
ゲート内部腐食状況 

維持管理

　堤防の不具合を容易に発見

できるよう除草を行い安全性

を点検します。

除草

堤防除草

河川管理施設等の点検、

水質事故やゴミの不法投棄

等の調査を行います。

河川巡視

河川巡視
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●遠賀川河川事務所
 ⽀所・出張所管理区域

なお、⽀所・出張所管理区域の詳細については、
遠賀川河川事務所にお問い合わせ下さい。

遠賀川河川事務所紹介遠賀川河川事務所紹介遠賀川河川事務所紹介
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